






要約 

昭和 58 年 7月～59年 6 月に出生した低生出体重児高ビリルビン血症 199 例に於て,5 年後

の予後を調査した。生存例 177 例中,正常発達例は,170 例,後遺症例は 7 例であったが,核

黄疸確診例は見られず,死亡剖検 10 例においても核黄疸はみられなかった。 

Unbound-Bilirubin値(UB 値)は,後遺症群や死亡群において高値を示したが,低体重や合併

疾患そのものによる予後への影響と高UB 値によるそれとを区別することは困難であり,UB

値のみを核黄疸の指標と考えることは難しいと思われた。 


